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〇

四
､
プ
レ
ヤ
弼
地
力
チ
エ
ク
ソ
ヂ
ソ
ス
キ
ー
へ
7
ケ
月

1
回
｡

滋
ー
ア
ム

グ
ー
ニ
河
地
カ

ニ
コ
ラ

n
フ
ス
グ
-
ケ
ル
ピ
二
氾

-
阿
Q

O

oe
酎

田

oe
尊

閉

り

温

顔

港

岡
持
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
中
島
の

耽
岸
ア
リ
チ
ャ
轡
の
光

北
隅
北
緯
五
三
位

1
分
軸
軽

一
二
八
放
二
六
分
に

あ
り
'
市
街
化
成
雄
数
聖
二
甘
縮
岸
Ll茄
tT名
山
流
に
散
在
L
田
鯛
に

は

ア
ブ
チ
ャ
碍
み
附
て
1
遊
.1
死
火
山
ピ
り
ユ
ー
チ
ソ
ス
カ
ヤ
(七
千
択
)
の

峻
暇
な
眺
め
'
北
は
泣
M
の
上
に
魂
峨
i1
ろ

コ
ゥ
ヤ
ツ
カ
ヤ
(
二

㌧三
五

〇
択
)放
ア
ブ
チ
ン
ス
カ
ヤ
(八
､九
C
)○
択
)
¢

ニ
満
山
の
焚
付
ろ
み
り
四

倍
一
七

旭

〇
年
椀
東
北
部
探
絶
家

ベー
リ
ング
に
其
第
二
回
探
検
り
泣
上

盤

ペ
-
/･
ル
及
型
パ
ー
ウ
エ
ル
七
ろ
二
盤
の
帆
船
か
坤
だ
し
開
弛
み
敬
且

L
i1
㌧
ア
リ

チ
ャ
鴨
唯
一
の
眺
鮎
と
し
て
之
に
流
入
T

c
河
川
独
米
松
皆

み
う
べ
き
阿
州
少
手
絡
'
其
後
久
し
-
露
国
人
に
勿
恥
土
人
と
緋
も
此
地

に
解
任
す
る
も
の
な
か
,I
L
が
十
九
世
紀
の
勧
オ
放
ツ
グ
ー
蛾
拓
加
関
に

航
路
碗
立
せ
ら
る
1
と
北
ハに
奄
皮
税
徴
収
の
璃
ア
サ
チ
ャ
路
地
カ
に
衆
航

せ
る
コ
サ
ッ
ク
は
漸

次
=
の
地
に
周
作
L

J
八
二

i.%
よ
り
飢
十
年
問
串

沌

摘
洋
或
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
州
村
政
の
中
心
と
し
て
.兼
官
布
の
繁
敬
な
致

せ
り
'
特
に
一
八
重

ニ
ー

滋
五
年
鰐
土
批
評
り
軸
英
棚
聯
(
=艦
_妹
の
型

脚
を

っ
く
ろ
中
線
良
備
に
八
七
九
銘
の
守
棚
兵
及
童
現
節
は
究

-
こ
れ
な

撃
退
し
鐸
経
と

し
て

山
新
紀
元
布
剖
せ
ん
と
す
ろ
形
勢
に
お
り
し
も
偶
々

同
職
等
廼
･･･後
中
央
の
経
済
相
虫
と
し
て
深
部
,t
fI河
口
に
&

IJ
れ

一
八
五

六
牛
革
沌
根
城
鞍
加
州
行
政
の
中
心
は
刷
江
の
河
口
ニ
ヲ
プ
エ
フ
ス
ク
に

接
さ
れ
欝
錐
は
単
に
地
力
穣
骨
の
所
在
地
i1
ろ
に
止
与
か
り
L
が
'
日
銭
戟

串
根
治
梓
晩
発
の
験
藷
は
帯
び
政
肺
の
牲
恵
存
喚
処
し
蓬
に
一
九
〇
九
年

ニ
乗

せ
桝



地

球

場
数
加
州
叩
S
抑
好
み
且
ろ
と
共
に
E:=:
沌
ほ
輔
び
州
帝
政
の
LP
心
地
と
瀬

tL
り

‥
九

1
七
年
木
組
大
雄
中
り
飴
淡
ヤ

フ
日
常
経
も
抑
赤
村
干
滝
谷
党

へ
津
･miI･噂
=
綾

一
九
二
二
年
十

.j
月

7
日
弊
農
政
蝉
の
柵
沈

み
且
'
依
然

と

LF.Jカム
チ
ャ
ツ
カ
行
政
の
中
心
軸
と
し
て
今
日
に
至
れ
り
'
今
や
箪

薄
に
代
印
命
琴
L
Je
J佃,tl
ij
･S
韮
頚
Ll-石
地
塾
物
に
赤
旗
み
か
ざ
せ
る
甘

蛸
に
非
&･Jれ
ば
帥
ち
甘
食
㍗
り
'
倍
化
人
口
は
令
計

1
二

五
八
人
内
在

田
外
人

(口
卸
売
)
の
粥
保
に

叫
柑

L
に
澗
ざ
す
寵
約
人
の
大
中
に
官
紀
改

革
:-<IJ溝
に

し
て､
丘

ら
甘
斑
の
受
-
}心
俸
給
は
賢
に
油
輝
也
'
免
償
E
.年

小
物
列
JG

二
七
凹
､
夏
型

二
ケ
月
に
列
流

山
二
度
み
越
え
ず
､
碍
銘
文

∩
下
二
十
比
に
下
･･｡.誠
稀
;iLj
･1
1
歴
黄
の
見
ろ
べ
与
}も
り
刊..
-
､
職
人
品

目
す
べ
て
廿L:7倍
叱
り
､

7
九

1
0
年
報
紙
筒
倍
在
設
け
能

力
八
キ
f1
ワ
ッ

ト
瀧
踏
石
崩
JJ
い
間
に
蔽
撹
池

倍
暫

CL外
に
ナ
ヤ
ハ
ソ
､
ア
ナ
ド
イ
ル
､

.t
I
-
ン
グ
品
オ
ホ
ッ
グ
及
サ
ハ
-
ソ
島
ア
レ
キ
サ
ン
ド
p
フ
ス
グ
各
地

触

縄
砥
伝
局
批
･i
尼
紳
及
崎
肘
と
の
例

に
池
信

私
交
換
し
摺
れ
リ
｡

6

葡
領

身

-

ザ

ヴ

毘

豊

野
新

島

本
押
品
に
阿
部
利
加
火
陸
の

糾
北
部
仰
縄
セ
ネ
ガ
ル
地
方
の
弼
力
大
関
押
印
に
散
在
L
t
サ
ン
ト
ア
ン

ト
ソ
'
サ
ン
デ
ィ

ソ
セ
ン
チ
､
サ
ン
ダ
ル
･h
ア
'
プ
ラ
ン
コ
'
ロ
ブ
'
サ

ン
エ
コ
ラ
ウ
ー
ポ
ア
ダ
イ
ス
グ
'
サ
ル
ヤ
イ

オ
､
サ
ン
チ
ア
ゴ
.
フ
ォ
ゴ

ブ
ラ
ブ
ア
'
ロ
ン
ポ
'
タ
ラ
ソ
デ
の
十

四

倍
の
小
鳥
よ
り
成
立
し

一
四
四

三
年
傭
人
'/テ
ィ
オ
ゴ
ゴ
メ
ス
及

ア
ン
ト
ニ
オ
ヂ
ノ
ラ
の
顔

見
.1
か

1
り
爾

叩
相
川
と
L
Y
今
日
に
及
び
駿
且
常
時
は
仝
-
触
人
品

Ⅷ
り
L
が
､
弟
十

六
-1
紺
の
=;鞘.初
よ
り
葡
脚
政
肺
に
用
地
閑
散
上
の
′必
要
に
韮
手
水
図
人
地

阿
弗
刺
柵
抵
人
か
移
入
ぜ
-
非
紺
地
靴
況
し
て
現
今
見
る

一
稲
村
別
叱
る

1･.I-
.･.･
.ソ
Lt.
Ill;
,h
･/
川
∵
…JT
=蛇
J,･
･ハ･.i
+#
.
:
締
･j
十
.･=
'仙=-;
六
十
人
の
申
凡

節
五
懸

弟
三
鵬

二
粥
0

忠
こ

三
愛

託
て
此
泡
血
碓
也
｡

仝
噌
硫

三
'九
二
八
や
力
粁
に
し
て
政
肺
所
在
地
L
i
る
サ
ン
チ
ャ
ゴ
島

灘
火
に
L
Y
九
八
〇
甲
力
新
め
り
群
島
は
火
山
島
に
屈
し
火
山
岩
放
帰
岩

よ
り
成
立
し
フ
ォ

ゴ
鵜
の
ピ
ゴ
巾
は
三
千
二
甘
米
坤
々
噴
火
サ
ー
油
群
よ

り
之
,TS
望
め
ば
樹
木
乏
し
さ
も
内
地
は
.草
水
繁
茂
L
過
度
に
適
し
'
執
排

及
プ
ル
ゲ
イ
ラ

(
大
我
科
椛
物
に
し
て
艶
的
旅
科
)
心
慮
出
す
蜘
排
は
'hy

質
に
し
て
三
十
粥
はt
､
プ
ル
ゲ
イ
ラ
梯
子
も
亦
三
十
常
軌
内
外
の
続
出
わ

.:
､
式
視
索
及

マ
ン
ヂ
イ
オ
カ
ん
常
食
と
す
畜
鹿
又
年
々
敬
治
L
牛
脹
串

を
飼
ふ
｡

水
脈
鳥
の
痕
.蛸
北
部
に
倣
す
る
'
サ
ン
ト
ア
ソ
ー
ン
､
及
サ
ン
デ
ィ
y

セ
ン
チ
の
嗣
品
に
欧
洲
と
爾
来
及
阿
弗
利

抑
航
路
の
中
間
に
位
L
大
輔
挿

航
路

の
韻
折
と
し
て
貯
炭
俳
･J
L
で
'池
鰭
上
此
軍
事
上
重
大
叱
る
侶
値
あ

り
寄
持
す
ろ
船
舶
に

7
年
間
に
五
千
壁

膏

七
十
大
筋
噛
り
多
古
に
上
る

但
し
最
近
に
重
り
大
船
寄
捲
の
割
合
城
少
す
る
ii
薫
り
L
H
四
餓
カ
ナ
･-

-
島
及
俳
碩
グ
ガ
ー
ル
捲
等
と
の
銃
撃
に
よ
る
､
従
っ
て
沌
翻
吹
京
は
本

群
島
の
日
下
の
魚
渉
Jr･よ
り
と
考

へ
ら
ろ
｡

0

我

国

泥
絵

げ
る

質

屋

の

激

耽
団
に
質
屋
の
担
つ
i1
の
は
大

野
令
.1
鵜
婁

<･'
常
時
の
命
で
は
入
質
省
み
家
長
に
限
り
質
,･1･利
息
は
原

僻
の
八
分

…
以
下
如
眼
は
六
十
日
以
内
も
し
六
十
日
に
な
っ
て
J
排
に
ぬ

も
の
に
原
佃
の

1
割
ま
で
た
し
た
.
四
百
八
十
日
払
超
,見
て
も
受
出
さ
ぬ

と
き
は
朗
へ
iI
上
で
質
物
私
費
却
す
ろ
‥
と
1
し
た
'
し
か
し
督
時
か
1

ろ
質
座
に
山
脈
J,.J
か
つ
i1
が
餌
食
時
代
以
後
啓
発
と
す
る
も
の
が
増
加
L

y
下
級
御
戊
ー二
光
-
必
要
7.J
金
融
機
関
と
>q
っ
て
静
達
し
+I
の
で
あ
る
ー

現
今
七
正
丁
二
年
末
現
在
で
愈
阿
哲
八鰯
の
救

】
廿的
七
千
大
官
九
十
六
紙町
､



其
筑
入
口
敬
は
二
千
甘
九
十
二
詫
五
千
甘
十
六
ー
共
訳
日
系

約

1
億
三

寸
描
也
の
多
･TJtこ
上
っ
て
ゐ
ろ
､
大
正
十
三
牛
に
は
7
拭
七
千
八
官
立
十

二
軒
に
聯
如
し
i1
､
し
か
し
て
平
均

7
日
の
金
高
は
大
正
十
二
年
に
五
蜘

六
十
七
銀
ー
十
二
年

末
_二
六
払
七
十
九
銀
で
あ
っ
L
i､
以
て
=
の
富
歴
が

い
か
に
刺
氏
に
必
頚
で
あ
る
か
な
知
ろ
=
と
が
出
雄
ろ
'

イ
シ
サイ

扮

魔

蟻

戟

追

七
阪
泉
南
那
見
な
町
耐
特
級
見
拭
村
野

.i
:
石
オ
､

ヒ
寸イ)

ナ
T]ヒ

油

兄

､
ポ

越

間

の
棋
譜
は
昨
年
末
砕
米
開
始
せ
り
｡

0

地

質

時

代

は

於

げ

為
植

物

静

の
撃

茸

地
質
時
代
に
於
け

石
橋
鵬
の
.qS
:筑
_
r
其
区
別
が
飴
り
に
叫
畔
じ
､
進
化
が
施
し
て
必
ず
述

組
的
で
あ
っ
iI
か
私
疑
托
し
む
る
硯
で
わ
ろ
'
是
に
淋
伴
の
慢
進
や
引
退

が
今
日
か
ら
見
れ
1
.
阻
低
以
上
の
粗
度
に
及
E
)'
航
帳
の
欠
如
化
も
亦

沌
比
か
払
出
さ
れ
iI
結
免

,L和
ら
約
は
T.よ
ら
ぬ
､
枕
小
菅
人
は
'
地
質
時

価
,1
柚
物
非
の
四
七
建
串

(Tm
n
sfoTm
ntion
s)
か
敗
へ
る
こ
と
が
出
射

ろ

一
､
梅
坪
梢
物
か
･･r
悼
椀
物
へ

､
此
時
代
は
始
ん
と
上
部
志
留
別
故

∴＼

紙
耕
･1
は
準
よ
り
以
桝
と

考
へ
ら
ろ
1

二
､
叔
音
の
隙
捕
物
か
ら
噸
式

的
の
打
出
代
柵
物

へ
､
亀
は
碑
ん
ど
小
郡
粥
耗
紀
で
釣
る

三
'
市
政
代

椛
物

か
ら
吋
地
代
織
物
へ
､
晶
は
二
助
紐
'
三
助
紐
で
釣
る

四
'
聴
式

的
cl̂L咋
先
代
組
物
か
ら
新
生
代
椀
物

へ
､
免
は
･iilTT顎
紀
で
み
る
'
此
瑚
革

に
桝
ろ
綿
密
.11
わ
t<.が
'
併
し
仔
糾
_こ
考
鉾
で
れ
1
.
放
し
t/
忽
別
で
無

-
､
基
脱
凹
は
透
に
大
建
非
の
以
前
に
測
る
こ
と
が
判
る
､
宛
づ
侶
故
的

の
プ
ラ
ン
グ
-
ソ
の
呼
糾

(S
tag
e
)
や
､
共
.1ニ
次
ぐ
有
根
締
曹
朔

(i;en
d

こ
1ic
等
pse)
に
､輝
純
利
滋
純
と
考

へ
ら
れ

､ポ
灰
質
の
油
単
料
の
保
存

L
J

･b
ろ
ゝ
J
の
.が
詔
や
b
れ
t
S
ip
h
c,rlePe
の
加
rb
石
灰
質
の
術
晋
は
奥

悶
絶
追
跡
づ
け
ち
れ
'
叉
祁
石
灰
質
の
巨
大
TTj
N
em
a
to
p
h
y
ctlS
1
.
蕊

刺

報

留
別
諏
如
仙厨
に
験
見

せ
ら
れ
､
カ
ナ
ダ
の
下
部
氾
仙卦
仙紙
潜
叫
に
一ェ
仰
ハ火
の

J

の
が
サ
ー
､
ウ

イ
り
ア
ム
､

下
ウ
ソ
ソ

(S
ir
W
iltinm

O
a
w
son
)

戊
に
よ
り

て
配
偶
ぜ
ら
rL
､
初
-‡
無
非
で
輪
中
に
光
背
し
､
弟

]
大
功
年

後
は
陸
上
に
も
也
背
L
i.'七

の
ら
し
い
｡

第

7
捷

串如
'
上
部
n･f留
別
塩
に
は
鈴
椎
か
耽
随
塊
根
物
の
詑
跡
は
強

い
が
t
ti
郡
粥
虎
組
に
托
､
P
sitop
lty
ton

が
輯
盤
か
ら
鴨
盆
へ
の
漸
班

を
不
L
､
%
郎
粥
孜
組
に
至
れ
_
p
初
め

て
陳
也
捕
物
が
知
･･f
れ
､
原
始

的
の
械
物
と
､
得
難
判
の
植
物
と
が
況
し
て
出
現
し
て
居
S{･､
弟
と
免
孔

や
細
管
誰
を
具

へ
て
'
陸
典
に
遮
臆
し
た
裾
が
疑
ほ
れ
錐
い
'
加
之
捕
逸

中
郡
潟
金
蛇
の

An

euTOph
y
tc.rL
は
同
仲
代
ア
メ
り
カ
の
E
osp
erm
a
l

top
telis
に
近
似
し
､後
塔
は
胞
十
私
有
し
て
'
次
の
石
炭
紀
の
椀
物
界
や

重
要

TTj
も
の
で
､
鵬
音
の
E聯
胞
十
半
減
と
見
倣
さ
れ
る
｡

第
二
麺
革
新

躍
如
下
部
､
中
部
湘
改

組
と
上
郡
鵬
羅
紀
と
の
間
に
椛
物

界
の
銃
･Y･匠
剖
私
程
i1
が
､
併
し
中
和
粥
免
組
巾
跳
に
若
干
の
高
等
な
る

柏
物
が
山
現
し
て
居
て
､
両
肘
､
石
松
'
潜
水
の
類
は
既
に
駿
達
し
､
幹

婆
の
孤
柄
は
今
の
松
柏
科
植
物
に
近
似
し
､
裸
子
植
物
が
既
に
繁
娼
し
て

桝
i1
串
&
元
で
､
迫
か
ら
大
妙
蒔
純
-
市
銀
代
組
物
の
最
盛
期
i1
ろ

石
炭

紀
に
移
っ
て
､.版
木
'
石
松
､
羊
歯
の
叛
が
絶
大
の
教
育
私
達
げ
i1
串
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